
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
本
虎
雄
氏
の
足
跡 

 
「昭
和
の
義
民
」山
本
虎
雄
は
一
九
〇
二
年
、
青
木
村
田
沢
に
生
ま
れ
た
。 

深
刻
な
昭
和
恐
慌
が
農
民
を
塗
炭
の
苦
し
み
に
陥
れ
、
活
発
な
農
民
運
動
を
展
開
さ
せ
る
と
と
も
に
、
激
し
い
弾
圧
を
受
け
た
時
代
。 

一
九
二
七
年
四
月
二
十
四
日
、
長
野
県
小
作
人
組
合
連
合
会
創
立
大
会
が
開
か
れ
、
日
本
農
民
組
合
（日
農
）加
入
を
決
議
す
る
に
あ
た
り
、
上
小
地
方
組
織
化
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。 

一
九
二
八
年
、
青
木
村
青
年
会
長
と
な
り
、
『青
木
時
報
』発
行
編
輯
印
刷
人
を
務
め
る
。
紙
面
で
、
宝
暦
騒
動
や
明
治
二
年
上
田
騒
動
を
生
存
権
擁
護
運
動
、
大
衆
的
政
治
闘
争
と
位
置
づ
け

て
取
り
上
げ
た
。 

同
年
四
月
十
四
日
、
上
小
農
民
組
合
連
合
会
の
創
立
に
参
加
。
五
月
に
は
青
木
村
農
民
組
合
を
結
成
し
て
組
合
長
に
就
任
し
、
村
税
不
当
賦
課
抗
議
な
ど
村
民
の
要
求
を
掲
げ
て
た
た
か
った
。 

村
を
二
分
し
た
小
学
校
増
築
問
題
で
は
、
議
論
を
建
設
場
所
に
矮
小
化
せ
ず
、
男
子
補
習
学
校
を
夜
間
授
業
に
し
教
室
の
狭
隘
解
消
、
軍
国
主
義
教
育
を
進
め
る
青
年
訓
練
所
の
廃
止
、
建
設

費
な
ど
の
義
務
教
育
費
を
全
額
国
庫
負
担
に
す
べ
き
と
主
張
し
た
。
「軍
国
主
義
教
育
反
対
」の
ビ
ラ
は
警
察
に
没
収
さ
れ
た
が
、
ポ
ス
タ
ー
を
村
内
に
貼
り
巡
ら
し
て
対
抗
し
、
村
民
世
論
を
喚
起
し

て
成
果
を
収
め
た
。 

一
九
二
九
年
一
月
の
出
初
式
で
警
察
署
長
が
「消
防
組
の
活
動
は
，
火
災
消
火
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
赤
い
思
想
の
火
を
消
せ
」と
訓
辞
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
十
一
月
か
ら
消
防
組
自
主
化
運
動

が
始
ま
った
。
年
末
に
は
農
民
組
合
幹
部
や
活
動
家
が
罷
免
さ
れ
る
な
ど
不
当
な
扱
い
を
受
け
る
も
、
「消
防
用
器
具
・機
械
・法
被
は
集
落
の
財
政
で
調
達
し
た
も
の
で
権
力
の
干
渉
を
受
け
な
い
」と

主
張
し
、
翌
年
の
出
初
式
に
は
警
察
官
が
取
り
囲
む
中
を
堂
々
と
参
加
。
警
察
の
指
揮
監
督
下
に
あ
った
消
防
組
か
ら
村
が
支
え
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
出
初
式
と
な
った
。 

一
九
二
九
年
三
月
一
日
、
上
小
農
民
組
合
連
合
会
第
二
回
大
会
に
お
い
て
、
事
前
検
束
さ
れ
参
加
が
叶
わ
な
い
な
か
副
組
合
長
に
選
出
さ
れ
る
。
山
本
宣
治
代
議
士
の
「無
産
党
代
議
士
の
議
会

観
」と
題
し
た
当
日
の
記
念
講
演
は
満
場
を
熱
狂
さ
せ
聴
衆
を
魅
了
し
た
が
、
四
日
後
の
三
月
五
日
夜
、
右
翼
の
凶
刃
に
倒
れ
る
。
上
小
農
民
組
合
連
合
会
は
十
日
後
、
追
悼
大
演
説
会
を
開
き
山

本
宣
治
記
念
碑
の
建
立
を
決
め
、
翌
年
五
月
除
幕
式
を
行
った
。 

一
九
三
〇
年
、
農
民
組
合
結
成
当
初
か
ら
の
要
求
で
あ
った
青
木
村
営
巡
回
産
婆
設
置
事
業
が
実
現
し
、
一
九
六
八
年
ま
で
四
十
年
近
く
続
き
、
女
性
と
子
ど
も
の
い
の
ち
を
守
る
こ
と
に
大
き
く

貢
献
し
た
。 

こ
の
間
、
上
小
な
ら
び
に
近
隣
各
地
で
頻
発
し
た
小
作
争
議
に
何
度
も
駆
け
つ
け
、
応
援
・指
導
し
た
。 

一
九
三
三
年
二
月
四
日
、
「二
・四
事
件
」が
起
こ
り
、
上
小
地
方
で
は
タ
カ
ク
ラ
・テ
ル
ほ
か
井
沢
国
人
（浦
里
村
）ら
農
民
組
合
の
主
要
な
活
動
家
が
検
束
さ
れ
た
。
影
響
の
広
が
り
を
恐
れ
た
権

力
は
山
本
宣
治
記
念
碑
の
破
壊
を
命
令
す
る
が
、
別
所
温
泉
柏
屋
別
荘
旅
館
主 

齋
藤
房
雄
氏
の
勇
敢
な
機
転
で
庭
石
と
し
て
保
存
さ
れ
、
戦
後
の
再
建
に
結
び
つ
け
た
。 

同
年
四
月
、
衆
望
を
得
て
青
木
村
会
議
員
に
当
選
。 

一
九
三
五
年
、
非
常
時
体
制
を
前
に
し
た
中
、
産
業
組
合
専
務
理
事
に
就
任
。 

一
九
四
〇
年
か
ら
の
七
年
間
は
収
入
役
に
就
く
。
満
蒙
開
拓
団
募
集
の
文
書
を
棚
上
げ
し
応
じ
な
い
よ
う
村
長
に
進
言
し
た
と
、
今
な
お
語
り
継
が
れ
て
い
る
。 

 

一
九
四
六
年
、
戦
後
い
ち
早
く
日
本
共
産
党
に
入
党
。
青
木
村
農
民
組
合
を
再
建
し
、
土
地
管
理
組
合
を
創
設
し
て
農
地
改
革
を
進
め
た
。 

一
九
五
五
年
よ
り
十
六
年
間
、
村
民
の
切
望
に
応
え
て
再
び
村
会
議
員
を
務
め
、
森
林
組
合
や
農
協
の
理
事
、
農
業
委
員
な
ど
に
就
く
。
学
校
給
食
の
脱
脂
粉
乳
を
生
乳
に
替
え
、
老
人
医
療
費

の
無
料
化
、
村
議
会
の
宴
会
廃
止
な
ど
を
実
現
し
、
民
主
化
と
生
活
向
上
に
尽
し
た
。 

一
九
七
一
年
、
別
所
温
泉
安
楽
寺
脇
に
山
本
宣
治
記
念
碑
を
再
建
し
、
こ
れ
を
機
に
長
野
山
宣
会
を
設
立
。
事
業
の
重
要
な
役
割
を
担
い
碑
文
を
揮
毫
す
る
。
後
に
同
じ
地
に
建
立
し
た
タ
カ
ク

ラ
・テ
ル
記
念
碑
の
碑
文
も
執
筆
し
た
。 

上
小
地
方
の
農
民
運
動
を
中
心
と
し
た
社
会
運
動
の
全
貌
を
ま
と
め
た
『長
野
県
上
小
地
方
農
民
運
動
史
』の
刊
行
会
会
長
を
務
め
、
一
九
八
五
年
の
発
刊
を
見
る
。 

一
九
八
九
年
二
月
九
日
、
農
民
運
動
を
展
開
し
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
同
志
た
ち
と
、
哀
歓
交
え
て
長
野
山
宣
会
の
発
展
を
語
る
山
宣
会
規
約
改
正
委
員
会
の
席
上
、
不
帰
の
人
と
な
った
。 

 

「平
成
の
大
合
併
」に
よ
って
小
さ
な
村
は
次
々
に
消
え
去
った
。
し
か
し
、
青
木
村
の
村
民
は
困
難
は
あ
って
も
自
主
自
立
の
道
を
歩
み
続
け
て
い
る
。
幕
藩
体
制
下
の
農
民
一
揆
か
ら
続
く
山
本
虎

雄
ら
青
木
村
村
民
の
不
滅
の
た
た
か
い
の
歴
史
と
業
績
が
、
今
に
生
き
続
け
て
い
る
証
と
い
え
よ
う
。 

 

茲
に
有
志
相
計
り
、
碑
を
建
て
志
を
偲
ぶ
。 

山本虎雄 ゆかりの地 

※当地から、車で 10 分足らずの別所温泉国宝安楽寺八角三重塔傍に、 

山本宣治記念碑・タカクラテル記念碑があります。併せてご覧いただければ幸いです。 
 

※詳しい資料「山本虎雄顕彰碑建立記念誌『青竹』」（1,000 円）を用意しております。 

事務局までご連絡ください。 
 

山本虎雄顕彰碑保存会 事務局 長野県小県郡青木村大字当郷 2072 番地 2 

     090-2436-5016        h164.sakai@outlook.jp 

青木村郷土美術館 

大法寺第一駐車場 

国宝大法寺三重塔 

ファミリーマート 

川西消防署 

栗林一石路句碑 

至 

青
木 

至 

上
田 

阿鳥川 

当郷 
 入口 

山本虎雄顕彰碑 

  

〰〰〰〰〰〰〰〰 
〰〰〰〰〰〰〰〰 

至 青木 

至 松本・修那羅峠 

山本虎雄生家跡 

山本虎雄宅 

山本虎雄の墓 

田沢川 

木立 
 入口 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兄弟三人（菊雄／虎雄／武猪） 

＜タカクラ・テル記念碑完成祝賀会場＞ 

1988 年 10 月（86 歳） 

次弟 武猪宅庭先にて 

＜虎雄 後列右／千春 前列中央／妹 田 前列左 

武猪 2 列目左端／末弟 菊雄 後列中央＞ 

1988 年 5 月（85 歳） 

虎雄と妻 千春（自宅にて） 

上小地区第 1 回メーデー 

信濃毎日新聞掲載 

＜虎雄 中央＞ 

1930 年 5 月（27 歳） 
 

山
本
虎
雄 

略
歴 

 

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年 

 
 
 

11
／

17 

青
木
村
田
沢
（
入
田
沢
）
に
生
ま
れ
る 

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年 
21
歳 

 
 

 
 

『
青
木
時
報
』（
青
木
村
青
年
会
発
行
）
編
集
員 

１
９
２
７
（
昭
和
２

）
年 

 
24
歳 

４
／
24 

長
野
県
小
作
人
組
合
連
合
会
創
立
大
会
で
日
本
農
民
組
合
加
入
を
決
議 

上
小
地
方
の
日
農
（
全
農
）
組
織
化
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す 

１
９
２
８
（
昭
和
３

）
年 

 

25
歳 

 
 

 
 

青
木
村
青
年
会
長
・『
青
木
時
報
』
発
行
兼
編
輯
印
刷
人
（
１
９
２
８
・
３
～
１
９
２
９
・
２
） 

３
／
15 

「
３
・
15
事
件
」 

４
／
14 
上
小
農
民
組
合
連
合
会
結
成
（
上
田
市
公
会
堂
） 

５
／
21 
青
木
村
農
民
組
合
結
成
（
組
合
員
60
余
名
） 

組
合
長 

８
／
30 

村
税
特
別
戸
数
割
不
当
賦
課
に
対
す
る
抗
議
運
動
を
展
開 

11
～

12
月 

長
村
横
尾
土
地
問
題
応
援 

11
～

12
月 

小
学
校
増
築
問
題
（
青
年
訓
練
所
廃
止
運
動
）
に
関
す
る
ビ
ラ
を
警
察
に
押
収
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
貼
り
で
対
抗
し
初
の
処
罰
を
受
け
る 

12
／

12 

青
木
村
農
民
組
合
を
全
国
農
民
組
合
支
部
に
再
組
織 

１
９
２
９
（
昭
和
４

） 

年 

26
歳 

２
月 

 

農
会
廃
止
運
動
に
取
り
組
む
（
～
１
９
３
０
・
９ 

未
廃
止
） 

３
／
１ 

上
小
農
民
組
合
第
２
回
大
会
（
上
田
市
公
会
堂
） 

前
夜
、
予
備
拘
束
（
青
木
村
３
人
）
を
受
け
る
も
副
組
合
長
に
選
出
さ
れ
る 

山
本
宣
治
代
議
士
記
念
講
演 

３
／
５ 

山
本
宣
治 

暗
殺
さ
れ
る 

『
青
木
時
報
』（
４
／
１
付
発
行
）
で
「
労
働
者
農
民
の
味
方 

山
本
宣
治
氏
暗
殺
さ
る
」
と
報
じ
る 

３
／
15 

山
宣
追
悼
会
（
上
田
市
公
会
堂
） 

事
前
拘
束
さ
れ
る 

４
／
４ 

補
欠
選
挙
で
村
会
議
員
に
当
選 

４
／
14 

 

学
校
建
築
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
も
取
り
入
れ
ら
れ
ず 

４
／
16 

「
４
・
16
事
件 

」 

治
安
維
持
法
に
よ
り
検
挙
さ
れ
る 

１
ヶ
月
拘
束
（
上
小
で
１
人
） 

４
／
25 

村
会
議
員
総
改
選 

立
候
補
せ
ず
（
農
民
組
合
か
ら
１
名
当
選
） 

11
／

26 

青
木
村
消
防
組
民
主
化
運
動
を
展
開
（
～
翌
年
１
月
） 

１
９
３
０
（
昭
和
５

）
年 

 

27
歳 

４
月 

 

青
木
村
巡
回
産
婆
設
置
実
現 

農
民
組
合
結
成
当
時
か
ら
の
要
求
（
～
１
９
６
８
年
ま
で
継
続
） 

      

５
／
１ 

山
本
宣
治
記
念
碑
除
幕
式
（
別
所
温
泉
） 

東
北
信
地
方
初
め
て
の
メ
ー
デ
ー
集
会
（
上
田
駅
頭
） 

開
会
の
辞
を
述
べ
、
デ
モ
隊
の
先
頭
に
立
つ 

11
月 

 

西
塩
田
小
作
争
議
を
応
援
・
指
導
（
～
１
９
３
２
・
３
） 

12
月 

 

長
村
小
作
争
議
応
援
（
～
翌
年
２
月
） 

１
９
３
１
（
昭
和
６

）
年 

 

28
歳 

 
 

 
 

全
国
農
民
組
合
長
野
県
聯
執
行
委
員
長
（
全
国
会
議
派
） 

６
／
３ 

麻
績
村
小
作
争
議
応
援
（
～
１
９
３
２
・
２
） 

９
／
27 

県
議
選
に
立
候
補
（
１
２
８
６
票
・
得
票
率
6.2
％
を
獲
得 

う
ち
青
木
村
で
は
３
５
４
票
・
得
票
率
33.5
％
） 

落
選 

１
９
３
２
（
昭
和
７

）
年 

 

29
歳 

10
／

25 

五
加
の
小
作
争
議
応
援 

１
９
３
３
（
昭
和
８

）
年 

 

30
歳 

２
／
４ 

「
２
・
４
事
件
」 

４
／
25 

青
木
村
会
議
員
に
当
選
（
農
民
組
合
公
認
村
会
議
員
３
人
当
選 

～
１
９
３
７
・
４
） 

９
／
３ 

全
農
青
木
支
部
解
散 

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年 

32
歳 

 
 

 
 

青
木
村
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
（
産
業
組
合
）
専
務
信
用
理
事
（
～
１
９
４
０
・
５
） 

１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年 

33
歳 

２
／
５ 

全
農
長
野
県
連
再
建
懇
談
会
（
欠
席
す
る
も
仮
執
行
委
員
に
選
出
） 

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年 

37
歳 

５
月 

 

青
木
村
収
入
役 

以
後
７
年
間
務
め
る
（
～
１
９
４
６
・
12
） 

１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年 

43
歳 

 
 

 
 

日
本
共
産
党
に
入
党 

青
木
村
農
民
組
合
を
再
建 

土
地
管
理
組
合
を
創
設 

１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年 

52
歳 

４
／
30 

青
木
村
会
議
員
に
当
選 

以
後
４
期
16
年
間
務
め
る 

副
議
長 

青
木
村
森
林
組
合
理
事 

農
協
理
事
・
監
事 

農
業
委
員
な
ど
を
歴
任 

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年 

61
歳 

１
／
15 

山
宣
記
念
碑
再
建
準
備
会
発
足
（
上
田
市
新
参
町
公
会
堂
） 

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年 

68
歳 

10
／
８ 

山
本
宣
治
記
念
碑
再
建 

銅
板
碑
文
を
揮
毫
（
執
筆
タ
カ
ク
ラ
・
テ
ル
） 

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年 

69
歳 

 
 

 
 

山
宣
記
念
碑
再
建
委
員
会
を
発
展
的
解
消
し
、
長
野
山
宣
会
創
立 

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年 

80
歳 

 
 

 
 

「
上
小
農
民
運
動
史
刊
行
会
」
会
長 

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年 

82
歳 

４
／
14 

『
長
野
県
上
小
地
方
農
民
運
動
史
』
発
刊 

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年 

83
歳 

４
／
２ 

タ
カ
ク
ラ
・
テ
ル
死
去 

タ
カ
ク
ラ
・
テ
ル
記
念
碑
建
設
委
員
長 

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年 

85
歳 

10
／
22 

タ
カ
ク
ラ
・
テ
ル
記
念
碑
建
立 

銅
板
碑
文
を
執
筆
・
揮
毫 

１
９
８
９
（
平
成
元

）
年 

 

86
歳 

２
／
９ 

山
宣
会
規
約
改
正
委
員
会
（
平
林
堂
書
店
会
議
室
）
の
会
議
中 

急
性
心
不
全
で
急
死 

 


